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を選び, これらを 1菌類につき20本以上を厳選し, 拡大鏡下で歯頚線の状況を精査 し, これの計測ならび
に写生を行なった｡ その結果次のことを知ることができた｡
1) 乳歯々頚線は小波状を呈し永久歯のものより平坦化している｡





5) 中央部は歯面の固有部で, 両側の 2部はそれぞれ隣接する歯面の部分と共通である｡ したがって歯
頚線の形態は8部に分けられ, 歯冠および歯根の形態と一致している｡
6) 唇 (頬) 面および舌面歯頚線の中央部は歯冠中央から続き歯根側に最も突出し (遠心側ほど著明),
時として水平或いは歯冠側に凹んでいるが, 歯根の薄または隆線の範囲に移行している｡
7) 隣接面歯頚線の中央部は唇 (頼) および舌側辺との境界において, 主として歯冠側に轡曲している
が歯冠部の発育が著明なものほど次第に水平化し, ついに歯根側に突出するようになり, この範囲が歯根
の隆線或いは帯部に移行している｡
8) 唇 (頬) 面の近心および遠心発育葉部の歯頚における範囲は, 隣接面の唇 (頼) 側辺と, また舌面
の近, 遠心両辺は, 隣接面の舌側辺と共通し, 前者は後者より中央部との屈曲角度が強い｡
9) 隣接面の舌側辺は唇側辺より突出が少なく中央部との移行状態は直線に近い｡
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12) 歯頚線の轡曲指数は, 唇 (頼) 面より舌面, 遠心面より近心面の方が大きく (例外として下顎乳中
切歯は遠心が近心面より著明), また上顎より下顎前歯の方が強い｡
13) 第 1乳臼歯の歯頚線轡曲は上顎では近心面, 下顎では頬面が他の歯面よりも特に突出している｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
歯頚線は歯冠と歯根との境界にあり, これに 2 隣接面と唇面, 舌面の 4 部を区別し, 歯の発育性状, 歯
冠, 歯根の形態との問にかなりの関連があるものとせられている｡ 著者は比較的よく保存された乳歯を各
歯種によって各20例をえらび, 乳歯歯頚線の性状をくわしく研究した｡
1) 歯頚線は各歯面ともそれぞれ中央部と両辺部とに 3分されるが, その区分は永久歯よりも不著 明
で, かつ歯頚線は一般に永久歯よりも平坦化している｡
2) 歯頚線のうち隣接面のものの中央部は唇側, 舌側辺との境界で歯冠側に突出しているが, この突出
度は歯の発育の状態でかわり歯冠部の発育のよいものほど, 水平化する｡
3) 歯頚線唇面部の近心, 遠心辺部は隣接面のものの唇側辺と共通し, 舌面部の近心, 遠心辺部は隣接
面のものの舌側辺と共通し, 前者は後者より中央部との屈曲角度が大である｡
4) 歯頚線の轡曲指数は唇面より舌面, 遠心面より近心面の方が大であり, 上顎より下顎の方が大であ
る｡
このように歯頚線の形態は歯の性状, 発育状態を反映する特有の像を示すことがわかった｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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